
１．はじめに

当該工事のコンクリート構造物は汚水処理施設

であり、その水槽部の外壁については特に高度の

水密性を要求されるものであります。従って、水

密性を確保するため有害な『ひび割れ』を抑制す

ることが重要であると考え、その対策として種々

の工法を検討し実施致しました。

そのひとつの工法として、『ひび割れ』を集中

して所定の箇所に発生させるという目的で『誘発

目地』を採用致しました。しかし残念なことにそ

れ以外のところにもひび割れが発生してしまいま

した。

ここでは、上記のことを鑑みて誘発目地とそれ

以外に発生したひび割れとの相関関係について考

察するものと致します。 図―１

工事概要

�１ 工 事 名：阿武隈川下流流域下水道県南浄化

センター水処理施設（土木）建設工事

�２ 発 注 者：宮城県

�３ 工事場所：宮城県岩沼市下野郷地内

�４ 工 期 ：平成１５年２月１５日

～平成１６年１０月２９日

供用中の１系列から４系列に加えて５系列目を

増設する工事である。

２６

コンクリートの誘発目地とひび割れの相関について

宮城県土木施工管理技士会

菱中建設株式会社石巻支店
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武 山 慶市郎
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表―１

写真―１ 【第５系列】

２．現場における課題・問題点

はじめに記述したとおり、当該工事は高度の水

密性が要求される、汚水処理施設というコンク

リート構造物を構築しなければならない。

しかしコンクリート構造物を構築するに当たっ

て回避することの出来ない『ひび割れ』の発生が

ある。これを如何に抑制するかが大きな課題であ

ると考えた。

３．対応策・工夫・改良点ほか

�１ 誘発目地とひび割れ発生の関係について

写真―２ 【最初沈殿池ひび割れ発生位置（D壁）】

写真―３ 【反応タンクひび割れ発生位置（D・５壁）】

写真―４ 【最終沈殿池ひび割れ発生位置（D壁）】

下記、表―２の壁芯通りプランキーは、一定の

設置間隔と壁高を持つ壁コンクリートを調査対象

としたものである。尚、分水槽は小規模のため調

査対象外とした。
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＜表－２注釈＞

� 壁の両面同一付近に発生した貫通ひび割れは

１本とカウントする。

� ひび割れ幅０．２mm未満の表面ひび割れはカ

ウントしない。

� L/H（L：誘発目地設置間隔、H：壁高）

摘要

目地への
ひび割れ
発生率
（％）

目地以外
でのひび
割れ
（本）

ひび割れ
本数（誘
発目地含
む）（本）

断面欠損
率

壁厚（t）
mL/H壁高

（Ｈ）m
設置
間隔

通り
キープ
ラン

水槽名

100.0％03400.51.14（平均）
4.405.00Ａ

最初
沈殿池

75％14400.51.14（平均）
4.405.00Ｄ

100％04400.50.746.805.00Ｇ
100％06400.50.746.805.00Ｈ
100％06500.41.124.204.70４
60％820400.50.746.805.00Ａ

反応
タンク

67％618400.50.935.355.00Ｄ
75％416400.50.756.705.00Ｇ
50％315400.50.756.705.00Ｈ
100％05400.51.046.807.10５
100％04400.51.046.807.10９

82％211400.51.11（平均）
4.55.00Ａ

最終
沈殿池

100％08400.51.11（平均）
4.55.00Ｄ

100％09400.50.746.805.00Ｇ
100％09400.50.746.805.00Ｈ
86％17500.41.154.104.70Y4

表―２ （誘発目地設置壁のひび割れ発生調査結果）

表―２の内容をひび割れ発生位置と、その考え

られる原因について表―３に示す。

該　当　壁　名原　　　　　因発　生　位　置

最初沈殿池（Ｄ）
反応タンク（Ａ・
Ｄ・Ｇ・Ｈ）最終
沈殿池（Ａ）

漓コンクリートの硬化収縮時に、最大引
張応力が壁の中央部に作用するためと考
えられる。

漓ひび割れの発生が壁コ
ンクリートの中央部（壁
延長の約1/3）に多く発生
している。

最初沈殿池（Ｄ）
最終沈殿池（Ａ・
Y4）

滷断面急変部や開口付近は、躯体コンク
リートの剛性が変化する箇所であるため
と考えられる。（硬化収縮時の引張応力の
変化点）

滷ひび割れは、壁コンク
リートの断面急変部や開
口部付近などに発生して
いる。

反応タンク（Ａ）
全頂版

澆外面の方が温度・湿度等の環境作用の
繰り返しを（内面より）多く受ける。し
たがって、乾燥収縮によるひび割れが内
面よりも多く発生すると考えられる。

澆各水槽外壁の外面の方
がひび割れの発生数が多
い。

表―３ （ひび割れの発生位置とその原因）

表―３内�については、誘発目地の設置目的で
あるコンクリートの硬化収縮時における体積変化

に対する拘束を緩和することであり、当該構造物

のような壁部材を貫通させる『ひび割れ』を誘因

するものではないと考える。

�２ 誘発目地間隔及び L/Hとのひび割れ発生率

について

� 壁部誘発目地の設置間隔及び L/Hとひび割

れ発生率については、設置間隔が５．０ｍ以下及

び５．０ｍ以上でも発生し、また L/Hにおいても

１．００ｍ以下でも発生していることから、この結

果による両者の因果関係は確認できない。

� 表―３�に対するひび割れ抑制対策の工法の
ひとつとして、壁延長の中央１／３の範囲内に

誘発目地の設置間隔を５．０ｍ未満とすることに

よって、ひび割れを抑制できるものと考える。

しかしながら、RC構造物としての強度的な

構造上の問題が発生してくるものと思われる。

�３ 誘発目地の断面欠損率とひび割れ発生率につ

いて

� 断面欠損率４０％では、誘発目地に集中するひ

び割れ発生率は６０％から１００％である。

� 断面欠損率５０％については、今回データ数が

少ないことから判定不可能であるが、ひび割れ

を誘発させる好条件であることには疑う余地は

ない。

�４ 誘発目地の設置壁と非設置壁とのひび割れ発

生の比較について

誘発目地の設置と非設置壁について各項目ごと

に比較した内容を表―４に示す。

�５ 誘発目地の設置における注意事項

� 当該工事で使用した誘発目地のAB部材は、

水密性及び止水効果を高めるためにコンクリー

トとの密着性が高いブチルゴムが使用されてい

る。そのため型枠組立期間が長いと、そのブチ

ルゴムにゴミが付着し止水効果を低減させる。

� 誘発目地の取り付けはAB部材共、化粧目地

に対して直線かつ鉛直に堅固に固定する（コン

クリート打設時に取り付けた誘発目地が変形及

び移動するのを防ぐため）。

� コンクリート打設の際は、誘発目地を中心に
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非 

左右交互に打ち上げなければならない。（上記

�と同意）

４．おわりに

ひび割れ誘発目地は、同一断面（断面変化及び

開口のある箇所を除く）であれば、適切な断面欠

損率と設置間隔を設定することによって『ひび割

れ』を抑制することができるのではないかと判断

されます。また誘発目地以外に発生したひび割れ

数も少ないことから止水・防水等の事後処理が容

易になり、当然その工事費も低減できるものと思

われます。

当該工事のような大規模構造物に属するコンク

リート構造物においては、『ひび割れ』の発生を

完全に防止することは通常の材料、施工技術では

不可能であると考える。増して当該工事の構造物

は下水処理施設という高度の水密性を要求される

ものであるから、発生したひび割れが将来の構造

物本体の耐久性に大きな影響を与えることは容易

に想像できる。

したがって、コンクリート構造物は、『ひび割

れ』を起こすことが当然であるという認識を持っ

た上で、施工段階ではなく設計段階においても『ひ

び割れ』の発生位置・大きさ等を温度ひび割れ応

力を解析するなどの事前検討を行い又可能ならば

予測まで行う。そこから『ひび割れ』の発生を制

御することにより、構造物の耐久性能を向上させ

ることができるのではないかと確信致します。

また、発注者及び施工者は『コンクリート』と

いう素晴しい材料の性質を熟知し、共に後世に永

く残す良い物を一つでも造って行けたならば建設

工事のひとりの従事者として胸を張ることも出来

るのではないでしょうか。

表―４
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